
2026年10月期 第3四半期決算説明資料

Sep.11th.2026

株式会社オハラ（証券コード：5218）



Copyright© 2026 OHARA INC. All Rights Reserved. 2

本日のポイント

連結

売上高 24,230 百万円

(前期比+15.0％)

営業利益 1,395 百万円

(前期比△11.2％)

光事業

売上高 13,123 百万円

(前期比+18.4％)

営業利益 △178 百万円

(前期は△415 百万円)

エレクトロニクス事業

売上高 11,106 百万円

(前期比+11.3％)

営業利益 1,574 百万円

(前期比△20.8％)

連結

売上高 33,700 百万円

(前期比+16.6％)

営業利益 2,100 百万円

(前期比+17.0％)

光事業

売上高 17,800 百万円

(前期比+16.3％)

営業利益 △500 百万円

(前期は△799 百万円)

エレクトロニクス事業

売上高 15,900 百万円

(前期比+17.0％)

営業利益 2,600 百万円

(前期比+0.2％)

2026年10月期 3Q決算の概況

2026年10月期 業績見通し

• 光事業はデジタルカメラ市場における光学プレス品の堅調な需要に伴い増収。
また、コストが増加したものの、適正利益の確保に向けた価格改定を実施したことから損失は縮小。

• エレクトロニクス事業は光通信機器向け製品の販売が堅調のため増収。
また、半導体露光装置向け製品の上期の在庫調整の影響が大きかったことから減益。

• 業績見通しについては足元の状況を踏まえ、光事業とエレクトロニクス事業の通期業績予想を修正。（詳細は11ページを参照）

• 光事業とエレクトロニクス事業の下期業績回復に伴い、売上高は過去最高水準、営業利益は前期を上回る見込み。
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業績サマリー

（単位：百万円、%）

増減

増減率

26/10期
3Q累計

25/10期
3Q累計

3,16224,23021,067売上高

15.0%

△1751,3951,571営業利益

△11.2%5.8%7.5%[営業利益率]

△1471,8081,955経常利益

△7.5%7.5%9.3%[経常利益率]

191,1491,130純利益
（親会社株主に帰属）

1.7%4.7%5.4%[純利益率]

期中平均

158.23
183.93

期中平均

149.43
163.38

為替レート
円／1USD
円／1EUR

3,287 3,365 3,330 3,601 3,044 3,662 
4,399 

3,586 3,561 3,935 
4,226 

4,130 
4,293 

4,699 

6,873 6,927 7,266 
7,828 

7,175 
7,956 

9,098 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

25/10期 26/10期

光事業 エレクトロニクス事業（単位：百万円）

727 712 548

606 293 406

873

△210 △176
△27

△384

35

△202
△10

516 535 520

222 329
203

862

△500

0

500

1,000

1,500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

25/10期 26/10期

光事業 エレクトロニクス事業 合計

売上高四半期推移

営業利益四半期推移

（単位：百万円）
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光事業①

3Q累計対比

（単位：百万円）

• 売上高は13,123百万円

（前年同期比18.4％増）

• 営業損失は178百万円

（前年同期は415百万円の営業損失）

• 光学プレス品および光学ブロック品は、デジ

タルカメラ市場の堅調な需要を背景に販売

が増加

• 特に光学プレス品に関してはデジタルカメラ

向けの高単価な川下製品の販売が拡大

業績のポイント

2,033 2,557 

9,050 

10,565 

11,083 

13,123 

△415 △178

△2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

25/10期 3Q累計 26/10期 3Q累計

光学プレス品売上高 光学ブロック品売上高 営業利益
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362

△80

△113
68△415

△178

光事業②

【数量増減】+362

• 高単価な川下製品を中心に日本・アジア向

け販売が増加したため改善

【コスト増減、製品ミックス】△80

• 適正利益の確保に向けた価格改定を実施

したものの、原材料費高騰、レアアース調達

リスク対応、中国における増値税還付廃止

などによりコストが増加

【販管費】△113

• 主に人件費の増加影響

業績のポイント営業損益増減要因

（単位：百万円）

237百万円縮小

25/10期
3Q累計

26/10期
3Q累計

販管費
ｺｽﾄ増減

製品ﾐｯｸｽ
為替
影響

数量
増減
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エレクトロニクス事業①

（単位：百万円）

3Q累計対比

• 売上高は11,106百万円

（前年同期比18.6％増）

• 営業利益は1,574百万円

（同20.8％減）

• 特殊ガラスは、上期における半導体露光装

置向け製品の在庫調整が影響したものの、

AIサーバー向けプリント基板へ使用される

低誘電ガラスに加えて、光通信機器向け製

品の販売が増加

• 石英ガラスは、FPD露光装置向け製品の需

要が減少したものの、半導体露光装置向け

製品の需要が増加したことから販売が増加

業績のポイント

3,984 3,989 

5,999 
7,117 

9,983 

11,106 

1,987
1,574

△2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

25/10期 3Q累計 26/10期 3Q累計

特殊ガラス売上高 石英ガラス売上高 営業利益
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エレクトロニクス事業②

【数量増減】+464

• データセンター投資拡大を背景に光通信機

器向け製品の販売が増加した影響

【コスト増減、製品ミックス】△762

• 上期における半導体露光装置向け製品の

在庫調整の影響が大きく、製品ミックスが

悪化

【販管費】△142

• 主に人件費の増加影響

業績のポイント営業損益増減要因

464

△142 27

1,987

△762

1,574

25/10期
3Q累計

26/10期
3Q累計

（単位：百万円）

販管費
ｺｽﾄ増減

製品ﾐｯｸｽ
為替
影響

数量
増減

413百万円減益



2026年10月期 業績見通し
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26/10期業績予想修正まとめ

（単位：百万円）

増減額
③-②

修正予想③
（26/09/11）

修正予想②
（26/06/12）

修正予想①
（26/03/13）

期首予想
（25/12/11）

1,80033,70031,90029,90028,900売上高

90017,80016,90016,30015,300光事業

40014,30013,90013,60012,700光学プレス品

5003,5003,0002,7002,600光学ブロック品

90015,90015,00013,60013,600エレクトロニクス事業

70010,4009,7008,3008,300特殊ガラス

2005,5005,3005,3005,300石英ガラス

3002,1001,8001,6001,100営業利益

△100△500△400△300△700光事業

4002,6002,2001,9001,800エレクトロニクス事業

3002,5002,2002,0001,600経常利益

2001,6001,4001,200900
純利益
（親会社株主に帰属）

期中平均
155.00
180.00

期中平均
150.00
175.00

期中平均
150.00
175.00

期中平均
150.00
165.00

為替レート
円／1USD
円／1EUR

15,300 
16,300 

16,900 
17,800 

13,600 13,600 

15,000 
15,900 

0

12,000

14,000

16,000

18,000

期首予想 修正予想① 修正予想② 修正予想③

(25/12/11) (26/03/13) (26/06/12) (26/09/11)

光事業 エレクトロニクス事業（単位：百万円）

1,800
1,900

2,200
2,600

△700
△300 △400 △500

1,100

1,600
1,800

2,100

△1,000

0

1,000

2,000

3,000

期首予想 修正予想① 修正予想② 修正予想③

(25/12/11) (26/03/13) (26/06/12) (26/09/11)

光事業 エレクトロニクス事業 合計

売上高推移

営業利益推移

（単位：百万円）

【光事業】

売上高はデジタルカメラ向けの高単価な川下製品、光学機器向け製品

の需要が想定を上回って推移していることから上方修正。営業利益は4Q

に一時費用の発生を見込むことから下方修正。

【エレクトロニクス事業】

売上高はデータセンター投資拡大を背景に光通信機器向け製品の需要

が増加していることから上方修正。営業利益は増収効果に加えて、製品

ミックスが改善することから上方修正。

通期
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通期見通しサマリー

（単位：百万円）

2,978
2,593 2,600

△800 △799 △500

2,177
1,794

2,100

△1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

24/10期 25/10期 26/10期

通期実績 通期予想

光事業 エレクトロニクス事業 合計

売上高内訳

営業利益内訳

（単位：百万円）

13,962 13,585 15,900

13,946 15,310

17,800

27,909 28,895

33,700

0

10,000

20,000

30,000

40,000

24/10期 25/10期 26/10期

通期実績 通期予想

光事業 エレクトロニクス事業

増減

増減率

26/10期
通期予想

25/10期
通期

4,80433,70028,895売上高

16.6%

3052,1001,794営業利益

17.0%6.2%6.2%[営業利益率]

2102,5002,289経常利益

9.2%7.4%7.9%[経常利益率]

△1301,6001,730純利益
（親会社株主に帰属）

△7.6%4.7%6.0%[純利益率]

期中平均

155.00
180.00

期中平均

149.34
166.06

為替レート
円／1USD
円／1EUR

25.025.0年間配当金
（円）

（単位：百万円、%）
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光事業見通し

（単位：百万円）

2,851 3,500 

12,458 

14,300 

15,310 

17,800 

△799 △500
△2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

25/10期 実績 26/10期 通期予想

光学プレス品売上高 光学ブロック品売上高 営業利益

通期対比

【売上高】

• 前期比16.3%の増収見込み

• 光学プレス品はデジタルカメラ向けの高単価

な川下製品の販売が増加することに加えて、

光学ブロック品は光学機器向けに販売が増加

する見込み

【営業利益】

• 光学ガラス生産拠点の再編により生産性が向

上、また製品価格改定を実施

• 一方で原材料費高騰、レアアース調達リスク

対応、中国における増値税還付廃止などのコ

スト増加に加えて、第4四半期に棚卸資産整

理に伴う一時的な費用が発生する見込み

• 上記要因を踏まえ、営業損失となる見込み

見通しのポイント
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エレクトロニクス事業見通し

（単位：百万円）

5,300 5,500 

8,285 

10,400 

13,585 

15,900 

2,593 2,600

△2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

25/10期 実績 26/10期 通期予想

特殊ガラス売上高 石英ガラス売上高 営業利益

通期対比

【売上高】

• 前期比17.0%の増収となり、過去最高の売上

高を更新する見込み

• 半導体露光装置向け製品の需要は、日本お

よびアジア地域を中心に回復見込み

• 光通信機器向け製品は、データセンター投資

拡大を背景に売上高前期比約2倍となる約

10億円の見込み

• 低誘電ガラスは、売上高前期比約2倍となる

約10億円を達成見込み

• 石英ガラスは、半導体露光装置向け製品の

需要が増加する見込み

【営業利益】

• 前期比0.2%の増益見込み

• 業績は回復基調であるものの、上期における

半導体露光装置向け製品の在庫調整による

影響が大きかったことから前期と同水準となる

見込み

見通しのポイント
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設備投資、減価償却費、研究開発費

（単位：百万円）

1,021 

823 
732 

545 
800 

3.6%

3.0%
2.5%

2.3% 2.4%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

23/10期 24/10期 25/10期 26/10期 26/10期

実績 3Q累計 通期予定

研究開発費 対売上比率

（単位：百万円）

設備投資、減価償却費 研究開発費

（単位：%）

1,798 1,781 

2,428 

1,528 

2,300 

1,461 1,491 1,442 
1,143 

1,500 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

23/10期 24/10期 25/10期 26/10期 26/10期

実績 3Q累計 通期予定

設備投資 減価償却費
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四半期推移

627 698 706 818 715 883 958 

2,959 2,862 
3,228 

3,407 3,414 
3,410 

3,740 

3,586 3,561 

3,935 

4,226 4,130 
4,293 

4,699 

△210 △176 △27
△384 35

△202
△10

△500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

25/10期 26/10期

光学プレス品売上高 光学ブロック品売上高 営業利益

（単位：百万円）

光事業

1,416 1,340 1,226 1,316 
1,180 

1,301 
1,507 

1,870 2,025 2,103 
2,285 

1,864 

2,360 

2,892 

3,287 3,365 3,330
3,601

3,044

3,662

4,399

727 712
548 606

293
406

873

△500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

25/10期 26/10期

特殊ガラス売上高 石英ガラス売上高 営業利益

（単位：百万円）

エレクトロニクス事業
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1,243 1,256 1,326 1,525 1,599 1,900 

5,383 
6,063 5,821 

6,636 6,824 

7,475 

6,627 

7,319 7,148 

8,162 
8,424 

9,375 

△605
△195 △387 △411 △167 △332

△1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

上期実績 下期実績 上期実績 下期実績 上期実績 下期予想

24/10期 25/10期 26/10期

光学プレス品売上高 光学ブロック品売上高 営業利益

（単位：百万円）

光事業 エレクトロニクス事業

2,333 
2,655 2,757 2,543 2,482

3,017

4,284 
4,689 

3,896 4,389 4,225

6,174

6,618 

7,344 

6,653 
6,932 

6,707

9,192

1,442 1,535 1,439 
1,154 

700

1,899

△1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

上期実績 下期実績 上期実績 下期実績 上期実績 下期予想

24/10期 25/10期 26/10期

特殊ガラス売上高 石英ガラス売上高 営業利益

（単位：百万円）

半期推移
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会社概要

株式会社オハラ （OHARA INC.）:商 号

神奈川県相模原市中央区小山1-15-30:所 在 地

1935年（昭和10年）10月1日:創 立

58億5千5百万円:資 本 金

光及びエレクトロニクス事業機器向けガラス素材の製造、販売:事 業 内 容

連結1,421名（単体468名） （2025年10月31日時点）:従 業 員

25,450,000株:発行済株式総数

10,739名 （2025年10月31日時点）:株 主 数

※持株比率は、自己株式1,715千株（株式給付信託保有分含む）を控除して計算

大株主

持株比率
持株数
（千株）

株主名

19.8%4,702セイコーグループ㈱1

19.8%4,694キヤノン㈱2

19.8%4,688京橋起業㈱3

7.0%1,651三光起業㈱4

4.6%1,098日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）5

2.6%610セイコーインスツル㈱6

1.7%400オリンパス㈱7

0.5%121オハラ従業員持株会8

0.5%120若林 敬三9

0.5%118株式会社日本カストディ銀行（信託口）10

（2026年4月30日時点）

代表取締役社長執行役員
齋藤弘和

役員一覧

職名氏名役名

経営全般齋藤 弘和代表取締役社長執行役員

コーポレート統轄中島 隆取締役専務執行役員

生産・技術統轄後藤 直雪取締役専務執行役員

事業統轄兼事業推進センター長鈴木 雅智取締役常務執行役員

市村 誠取締役（社外）

戸倉 剛取締役（社外）

軒名 彰取締役（社外）

牧野 友香子取締役（社外）

原田 洋宏常勤監査役

米山 拓監査役（社外）

浅田 稔監査役（社外）

飯塚 良成監査役（社外）
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グループ会社一覧

米国

Ohara Corporation
米国

Ohara Corporation

ドイツ

OHARA GmbH
ドイツ

OHARA GmbH

マレーシア

OHARA OPTICAL(M)SDN.BHD.
マレーシア

OHARA OPTICAL(M)SDN.BHD.

中国

小原光学(中山)有限公司 華光小原光学材料（襄陽）有限公司
中国

小原光学(中山)有限公司 華光小原光学材料（襄陽）有限公司
日本

㈱オハラ

㈱オハラ・クオーツ ㈱オーピーシー

日本

㈱オハラ

㈱オハラ・クオーツ ㈱オーピーシー

台湾

台湾小原光学股份有限公司 台湾小原光学材料股份有限公司
台湾

台湾小原光学股份有限公司 台湾小原光学材料股份有限公司

香港

小原光学(香港)有限公司
香港

小原光学(香港)有限公司
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主要製品と用途①光事業

製品カテゴリ

光学ブロック品光学プレス品

※光学ガラスを納品形態により分類。組成の種類（硝種）は約150種類

売上高の用途別比率 （単位：%） ※当社想定主要製品

レンズブランクス

研磨レンズ

ガラスモールドレンズ
（GMO）

26/10期

3Q累計

25/10期

3Q累計
光事業

13,12311,083売上高（百万円）

65％60％交換レンズ（レンズ交換式カメラ）

5％5％プロジェクター

5％10％医療機器（内視鏡等）

5％5％車載カメラ

5％10％監視カメラ

15％10％その他

100％100％合計
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製品カテゴリ

石英ガラス特殊ガラス

主要製品と用途②エレクトロニクス事業

極低膨張ガラスセラミックス

クリアセラムTM-Z
i線用高均質性

光学ガラス

光通信機器向け
ガラス素材

WMSTM-15

耐衝撃・高硬度
クリアガラスセラミックス

ナノセラムTM

リチウムイオン伝導性
ガラスセラミックス

LICGCTM

売上高の用途別比率 （単位：%） ※当社想定主要製品

26/10期

3Q累計

25/10期

3Q累計
エレクトロニクス事業

11,1069,983売上高（百万円）

30％35％半導体露光装置（レンズ、構造部材）

5％5％FPD露光装置（レンズ、ミラー材）

10％10％半導体フォトマスク

10％5％光通信機器（DWDMフィルター材）

－5％プロジェクター（TFT基板材）

5％5％宇宙・天文

5％－低誘電ガラス

35％35％その他

100％100％合計
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理念体系

オハラが願う
未来・社会の姿

経営理念

オハラグループは、常に個性的な新しい価値を創造して、強い企業を構築し、
オハラグループ全員の幸福と社会の繁栄に貢献します。

ブランドスローガン

ひかる素材で、未来をひらく

安心で快適な生活。
創造と希望にあふれた社会。

健やかな地球。

いつの時代も新たな素材の可能性を追求し、
多様なパートナーとともにかたちにすることで、

「生活・文化の向上」「フロンティア開拓」「地球環境の改善」に貢献する。

ひかる素材で、お客様の「できる」につなげる。

真摯に向き合う
妥協なきものづくり

挑戦のグッドサイクルを回す
All OHARAでいく

互いに認め合い、成長しよう

コーポレート・メッセージ

オハラの
使命

オハラの提供価値

価値観・姿勢
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ひかる素材で、未来をひらく


